
令和２年度 第３回まちづくり総合委員会 議事要旨 

日時：令和３年３月１７日（水）１４時～ 

場所：千代田地域づくりセンター 

出席者 

委員 
三浦委員長・小笠原副委員長・砂原委員・織田委員・加計委員・荒川委員 

藤田委員・的塲委員・上原委員・宇川委員・寺田委員・友田委員 

事務局 財政政策課 植田課長・高野係長・向井・山岡 

委託事業者 (株)ジャパンインターナショナル総合研究所 井原 

 

１．開会 

２．開会あいさつ 

事務連絡（事務局）まちづくり総合委員の交代について 

新委員 もみじ銀行千代田支店 支店長 荒川 正樹 委員 

広島市信用金庫千代田支店 支店長 田坂 浩也 委員 

３．議事           

議事１ 第２次北広島町長期総合計画後期基本計画策定に係る取組内容の報告 

内容 後期基本計画策定に係る委託事業者である(株)ジャパンインターナショナ

ル総合研究所より、後期基本計画の策定に向けて実施した、団体ヒアリング、

インタビュー型ワークショップ、住民意識調査についての調査結果について説

明を行う。 

（委員長）これが、構想の検討に関わってくる。ご質問ご意見はあるか。 

最後のページの全体プロットについて、縦軸側で移住定住が低いのはなぜか。 

子どもという表現がなにをさすのか。小学生までか、中学生までか、この捉え

方で少しイメージが変わってくる。この区分について確認はしていたか。 

（事務局）特に定めてはいない。インタビュー型ワークショップでの子育て世

代について、中学生がいる世帯にも意見を聞いている。 

（ジャパン総研）重要度満足度における移住定住施策について、資料では重要

度が低くなっているが、これは記載ミスで、正しい重要度の位置は平均値より

少し上に位置する。 

（委員）２Pの観光文化スポーツの町内２次交通の整備とあるがどういう意味

なのか。また、子育て教育のところの専門科というのは専門分野ということで

あっているか。 

（ジャパン総研）２次交通は北広島町に着いてから町内をめぐるために利用す

る交通機関を指している。専門科については、何かを得意としている方という

位置づけとして記載しており、それを生業としている専門家とは異なる定義で

ある。 

（委員）農業の団体名が農協だけだが、法人が多数ある中でその方たちの意見



を取り上げてほしかった。 

（事務局）今回は意見をすべての分野を聞き切れていないが、来年度パブリッ

クコメント等を含めて聞く場を設けたい。 

（委員長）新たに委員になられたお二人から何かないか。 

（委員）交通の便は良くないと感じる。路線などもわからないので、分かりや

すい何かがあると良い。 

（委員）具体的なイメージは湧いていないので、まだわからない。 

議事２ 第２次北広島町長期総合計画の基本構想について 

内容 第２次北広島町長期総合計画基本構想の検討について（資料２）ジャパン総

研から説明を行い、今年度の取組内容の結果を踏まえ、第２次北広島町長期総

合計画基本構想（案）について（追加資料）事務局より説明を行う。 

（委員長）基本構想について、新たな感動・活力を創る北広島は維持しつつ、

これまでの取組内容を踏まえて人のチカラがつながるに変更し、かつ、全体の

それぞれの取組の関連している点についてサークルを描き表現している。この

事務局（案）についてご質問ご意見はあるか。 

（委員）構想の今回の案に特段反対はないが、これまでの説明からこの構想ま

でがやや唐突な感じがある。その接続についてもう少し説明があってほしい。 

（事務局）ワークショップにおいて、町民の意見で、実際に色々と取り組んで

いることはあるが、それを地域の中でも知らない。旧４町の中でも知らない。

こう言った意見がかなり共通して出てきていた。町全体で取り組んでいく中

で、情報共有の必要性が求められているため、追加させていただいた。 

また、これまではＵターンに関する移住定住については入っていたが、その

前段階で来ていただく、知っていただくという層を厚くしていく必要があろう

かということで「魅力の増幅による交流人口・関係人口づくり」を入れている。 

ＵＩＪターンに変えていることについても、移住定住と表記しておりＩター

ン、Ｊターンも入ってくる。一度町から出た人について戻ってきていただける

意味でＵターンも大事にしていきたい。 

（委員長）観光で訪れるだけでなく北広島町に常に関心を持っていただける人

を増やすためには、魅力を増やしていく必要がある。ＵＩＪターンの候補地と

してあがってくる。そういった順を追った取組のつながりが必要と感じてい

る。 

（副委員長）違和感について、北広島町で頑張っている、今いる人に対する言

葉が入っていないのではないかと感じた。元からいる自分たちはどうするのか

ということが、分かれば違和感もなくなるのではないかと感じた。 

（委員長）ＩＪターンの追加は良いが、調査結果を踏まえて地域住民に関する

事柄について、追加などするべき部分もあるのではないか。という意見だと思

うがどうか。 



（事務局）確かに移住定住の方がウエイトが高いようにみえるのかもしれな

い。今住んでいる住民が住みやすいまちが一番なので、黄色や青については全

体に向けたメッセージと考えている。この場ではすぐに返答ができないが、考

えさせていただく。 

（委員）Ｊターンとはなにか。 

（ジャパン総研）地域を出て、戻る場所が同じなのがＵターン、別の場所に戻

ることをＪターンと表記している。 

（委員）働く場としての魅力向上という言葉があるが、今ある職場を働きやす

くするように見えるが、人口や子どもたちを増やす、移住定住を促進すること

を考えると、雇用が増えないと人口が増えないと考えてしまう。 

住みにくい中に生活に直結した不満がある。雇用を増やしていくことをここ

で表現できないか。 

（事務局）ダイレクトに企業誘致というのは今の段階で言及するのは難しい。

光ファイバーの整備によって、中山間地域で働くことが可能となり、大企業で

なくても個人やＩＴ関係がこの地で仕事ができる環境が生まれる。そういった

ことでの魅力向上を含めて考えてはいる。 

（委員長）魅力向上だと今あるものを上げていくイメージとなる。新しい働き

方を見出していくこともイメージできる表現を加えてほしい。世の中の動きも

踏まえて考えてほしい。東京や大阪の都心部では、都市の中に緑を増やす取組

を進めている。 

オフィスの中でも自然の中にいることで、新しいアイデアや新しい人と出会

える形を作っている。 

そういう意味では北広島町にはそういう環境がはじめからあるのだから、小

さなオフィスをつくっていくということを考えていってほしい。 

子育て世代に対してどういうことを考えていけるか。いつまでもという言葉

が入っているが、高齢の方に対しての言葉に見える。子育て世代に対して何か

してほしい。そういった意見も含まれていると思う。 

（委員）サブタイトルの～人のチカラがつながるまち～と言われた時に具体的

なものが見えてこない。重点方針とのつながりを表す良い言葉がみつかったら

よいかなと感じている。 

重点方針についてみていくと、最終的に行きつくところは「未来を担うひと」

が増えることが重要で、そのために、その他の重点方針の要素が必要になって

くる。「未来を担うひと」を最終的に目指さないといけないと思うので、円で

はなくひとづくりを最終ゴールに見据えるイメージの方が良いのではないか。 

（委員長）もともとの将来像と今回サブでつけた関係性をどう読み取ったらよ

いか。 

（事務局）ひとのつながり、ネットワークが今以上につながることによって、



新たな感動・活力につながっていくということで設定をしている。 

（委員長）これまでは将来像を表現する補足的な位置づけでサブタイトルがあ

ったかと思うが、この案ではサブタイトルを進めた結果、メインタイトルのよ

うになるのだと思う。 

（事務局）つながるであればこれからというイメージがある。“つながる”で

はなく“つながっている”なら上下が連動した言葉になろうかとは思う。 

（委員長）メインとサブの関係性を整理していただいて、誰が見ても理解でき

る形としてほしい。 

受け取り方によっては元に戻ってくるイメージになるので、次のステップに

つながっていく形にしてはどうか。 

（事務局）循環ということで、すべてがつながって地域が作られていくという

イメージになっている。 

（委員）ヒアリングの時に観光協会と商工会とさせてもらったが、初めてこん

な話をした。知っている間だったが、関わりが少なかったなと感じた。循環が

ステップアップしていくイメージだとぴったりになると思う。 

I ターン、J ターンなども結果を確認しながら話をして付け加えていってほ

しい。 

（委員）商工業に携わっているものとして、人口減をどう食い止めるか考える。

定住を増やすために、働く場を誘致し、魅力が増えれば人は来るはず。産婦人

科も地域にない。この町では生活ができない状況になってきている。人口減を

食い止めてほしい。 

（委員長）総合計画の中でも人口減少に対する考え方はしっかり含んでいかな

いといけない、仕事づくりや子育て環境で考慮していってほしい。 

（委員）今回提示された基本構想（案）について、前の基本構想の図よりもす

ごくわかりやすくなったと思う。子育て世代へのメッセージがないことについ

ては大事なことなので、ぜひ含めてほしい。 

（委員）つながるということは大変大切なことだと思う。前面に打ち出してい

って良いのではないかと思う。 

議事３ 第２次北広島町長期総合計画後期基本計画策定に向けた今後の流れについて 

内容  事務局より第２次北広島町長期総合計画後期基本計画策定に向けた今後の

流れについて（資料３）説明を行う。 

（委員長）パブリックコメントに関して、可能であれば単にホームページで示

して意見をくださいという形ではなく、可能なら積極的に意見を聞きにいくよ

うな形にできたら良い。なにか考えてほしい。 

（委員）パブリックコメントで意見をきいてまた修正が入ることもあると考え

てよいか。 

目標についてはその中で優先順位があるのか。重点項目に近いほど優先順位



があるのか、同じなのか。順位が無いのであれば、優先順位をつけるように考

慮してほしい。 

計画書が見にくい。他の自治体で絵を入れて子どもがみても分かるようなもの

を作っている。文字ばかりでみるよりも子どもたちが見てもわかるようにして

ほしい。 

（委員長）策定したものをいかに皆さんに伝えていくかが重要である。また、

総合計画を策定する中で何を重点的に取り組むか出てくると思う。単にメニュ

ー的に並べるのではなく、ここはしっかりやるなど濃淡を見せてほしい。子ど

もにも分かるものを作るのは非常にいい考えである。 

（事務局）パブリックコメント実施後に変更することはありえる。本日いただ

いた意見等を参考にして、基本構想について委員会の中でお示しする。 

４．閉会 

 

 


